
廃材 × 伝統工芸 で制作された タリーズコーヒーの
インテリアデザインが富山県のデザイン賞を受賞！

2025年6月14日、富山市で開催されたで『富山アートディレクターズクラブ2025』のデザイン審査会で、株式会社

ROLEがディレクションを手がけた「タリーズコーヒーおとぎの森公園店」のインテリアデザインが準グランプリを受賞しま

した。伝統工芸・産業の産地である富山県高岡市の製造メーカーや職人協力のもと、「廃材を利用した伝統工芸アート

ウォール」や「マグカップ型ライト」ほか、伝統的な技術を転用した新しいデザインの取り組みが審査員から高い評価を受け

ました。

レーザー加工で出たアルミ・真鍮・銅板の端
材を再利用し、伝統工芸着色を用いて組み
合わせたアートフレーム。資源を職人とのコ
ラボレーションでアップサイクルした美しい
循環デザインが出来上がりました。

端材協力：翔南産業／着色：モメンタムファクトリーOrii／
フレーム制作：よしひさ建材

●端材を用いたアートパネル

2025年4月オープン。地元のものづくりとコラボレーションした様々なインテリアデザイン

News Release　2025.06



異なる2種の金属を同時に型へ流し込む
「ふきわけ鋳造（ちゅうぞう）」技術を用いた
ペンダントライト。タリーズコーヒーのマグ
カップをモデルに3種作りました。型の中で
曖昧な境界で混ざりあう、偶然出来上がった
ミルクのような表情は唯一無二の模様です。

原型：嶋モデリング／鋳造：般若鋳造所／着色・仕上げ：モ
メンタムファクトリーOrii

【ふきわけ鋳造について】

接合したわけでも、調合しわわけでもない、
異なる金属が型の中で混ざることでできる
「ふきわけ鋳造」。溶け流れた型の中で、
縦真っ二つで分かれることも、上下に分か
れることもある、この技法を得意とする「般
若鋳造所」にる、完全にアンコントロール
な、偶然を楽しむ鋳造方法です。

●ミルクのように混ざり合った
　金属のカップライト

ふきわけ鋳造の仕組み
（型の中のイメージ）

高岡市のレーザー加工会社で、カットされた残りの端材をパズルの様に組み合わせ、B1サイズのアートフレームと
して蘇らせました。着色は金属の腐食や変色を自在に操り、様々な色をつくる伝統着色擬術の職人「モメンタム
ファクトリー・Orii」が担当。同社はこれまでのブロンズ増や花瓶などに用いられてきた着色技術を建築分野にも
転用させる他、近年ではファッション業界にも進出する、気鋭の職人集団です。

金属B金属A



光を電球内で反射させることで壁面を光
で飾るライト。漆芸技術を用いたランダム
なテクスチャーが映える、金箔・銀箔・白檀
の3種類。

箔押し：漆芸吉川／企画：toolbox

●壁を美しく照らすウォールライト

金属を薬品で反応させる着色技術でサイ
ンを制作。タリーズコーヒーのロゴマーク
をモデルにカラーマッチングしています。

着色：モメンタムファクトリーOrii／立ち上げサイン制作：
富山プレート

●ビビットな金属着色のルームサイン

お手洗いのドアハンドルも高岡の鋳物技
術で制作しています。あえて磨きをかけず
に鋳造時の表情を残した「鋳肌」の質感と
経年変化をお楽しみ下さい。

企画・製造：FUTAGAMI

●手触りも愉しめるドアハンドル

鋳造で制作した真鍮・ブロンズ製のマグ
ネットです。鏡面仕上げやサンドブラスト
他、異なる仕上げそれぞれの手触りや経年
変化の違いが楽しいウォールアクセサリー
です。

企画・製造：佐野政製作所

●手で触れて、表情を育てるマグネット



デザインスタジオ ROLEについて

このリリースの
お問い合わせ先

1984年大阪出身。ギャラリーのキュレーションを８年間担当した後、2015年、富山県高岡市に事務

所を開設。行政、企業、団体問わず、言葉や企画の面白さを生かしてクライアントの推進力を高める

仕事のお手伝いをします。

【所　属】JAGDA、TOYAMA ADC、高岡伝統産業青年会（第44代目会長）

【受　賞】TOYAMA ADCグランプリ／とやまクリエーター大賞／富山県デザイン展 大賞／ゴールデ

ン ピン デザインアワード ベストオブデザイン賞（台湾）／東京TDC入選／JAGDA新人賞ノミネート 他

【近年の主なクライアント（50音順）】

北日本新聞社／サントリー美術館／高岡市／富山県／ディスカバージャパン／富山県水墨美術館

羽田　純（ROLE代表　デザイナー )

www.role.ne.jp

【デザイン・アートディレクション】

株式会社ROLE
富山県高岡市白金町5-2 印刷ビル2F
電話：0766-53-5862　メール：role@role.ne.jp
WEB:https://www.role.ne.jp 

富山アートディレクターズクラブが主催。
1年間（2024年4月13日から2025年6月13
日まで）に発表、使用、掲載されたデザイン
制作の仕事で、県内在住のクリエイターが
出品可能な審査会。発足約30年の同クラ
ブはローカルのADCでは最も歴史の長い
の組織となります・

【2025審査員】
・大貫 卓也 氏　Ohnuki Takuya
・玉置 太一 氏　Tamaki Taichi
・吉田 勝信 氏　Yoshida Katsunobu

タリーズコーヒーとして北陸初の公園内、
ドライブスルー併設店舗です。高岡おとぎ
の森公園は、多彩なバラを中心に緑や花
に囲まれ、広々とした公園内を千保川が流
れる景観豊かな公園です。同店は「ベビー
ファーストプロジェクト」に取り組む店舗と
して、絵本の設置、ミルクのお湯提供など
富山県内の全店舗でベビーファースト宣
言をいたします。また、子ども食堂のDX版
「こどもごちめし」にも参画し、「ベビー
ファーストごちめし高岡」の1号店として、
子どもたちへの支援を行います。

富山県高岡市を拠点に置く、デザインとクリエイティブのプロフェッショナルパートナーです。地域の伝統産業
から首都圏の企業まで、高いクオリティとアイデアでビジネスの課題を分析・解決し、クライアントのエンパワメ
ントに応える役割を果たしています。

●富山ADC2025 審査会

●「タリーズコーヒー 高岡おとぎの森公園店」


